
日本共産党埼玉県議団

これでいいのでしょうか？
埼玉県政2014

平和・教育・防災編



2 3

日本国憲法第九条 　
　日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、国権の発動たる
戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解決する手段としては、永
久にこれを放棄する。 
２　前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない。国の
交戦権は、これを認めない。

　安倍自公政権は、海外で戦争できる国
づくりにつながる集団的自衛権の行使を
容認する閣議決定を 2014 年 7 月 1 日
強行しました。
　一方埼玉県議会では、6月定例会の最
終日の 7月 11日「憲法改正草案の早期

作成を求める意見書」を自民党・刷新の
会が提出し可決。
　党県議団は、戦争を放棄した 9条は
じめ日本国憲法は世界に誇るべき宝だと
考えます。憲法を踏みにじり、戦争参加
へと暴走する勢力の企みは許しません。

「台湾修学旅行での平和
教育は自虐的」として生
徒の感想文提出を要求
（2013年 12月文教委員
会）

日の丸君が代が嫌いな
教員はやめてしまえ

（2009 年 7月）

「台湾を植民地にしていた」
など、我が国の歴史的事実
と相反する若しくは未確
定・捏造の記述が使用され
ている
（2013 年 12 月 17 日文教
委員会決議）

私は、憲法については、条文
が現況に全く合っていない面
があると思っておりますの
で、…改正すべき点は改正す
べきだと思っております。

（2014 年 7月）

　畑革新県政時代に戦争の惨禍を伝え
るとして建設された同資料館。上田知
事は指定管理制度を導入するとともに
県民の代表として平和団体も加えた第
三者会議＝運営協議会を廃止しまし

た。2013 年には展示も大幅リニュー
アルをして、南京虐殺などが記述され
た年表を撤去し、自衛隊の海外での活
動などを紹介しています。

埼玉県議会では （自民47人／94人中、2014年 6月）

上田知事も

◆埼玉県平和資料館（東松山市）で自衛隊の海外活動紹介

県議会自民党

2014 年 7月 4日県庁前集会と昼デモ

戦争できる国づくり
安倍自公政権の暴走は許しません

上田・自民党県政も暴走
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ここまでやるの？  埼玉県議会自民党
そして2014年6月定例会2013年9月2日

検定合格した特定の歴史教科書を採択したことを問題にして、文教委員会（自
民委員長）で閉会中審査を行い、自民・刷新議員が繰り返し再考求める。

　県民から提出された同請願が、自民・公明・刷新によって不採択とされまし
た。本会議で不採択に反対する討論をしたいという村岡県議の主張は、議会運
営委員会で認められませんでした。

教科書採択の再考を求めて繰り返し追及 集団的自衛権容認を閣議決定しないよう
求める請願を不採択

教育への不当な政治介入です。

特定の教科書を採択したことを問題にして、委員会に採択した学校の８校長を
委員会に呼びつけ、追及。

校長8人、文教委員会よびだし
9月13日

現場を萎縮させる圧力は許されません。
　6月定例会最終日の 7月 11日、自民党・刷新の会より、意見書案が提出さ
れました。これは、「新たな時代に相応しい憲法に改めるため国会は憲法審査
会において憲法改正案を早期に作成」することを求めたもので、憲法 9条の
改悪がねらいであることは明白です。
　党県議団はこれに反対して、「東アジアをめぐる厳しい情勢がありますが、
日本が憲法 9条を生かした外交で東アジアでの平和の共同体づくりにイニシ
アティブを発揮してこそ、諸問題の解決が図られると考えます。」と討論しま
した。意見書は、自民党・刷新などの賛成で可決されました。

憲法改正案を早期に作成するよう求める
意見書を可決

解釈改憲に続く明文改憲の企みは許せません。
定例会最終日、「高校日本史教科書への再審査を求める決議」が自民・刷新の
会の賛成で可決されました。

「高校日本史教科書への再審査を求める決議」を可決
9月定例会

教育への不当な政治介入です。

県立朝霞高校の台湾修学旅行の事前の平和教育を問題視して、生徒の修学旅行
の感想文を県教委に提出させ、委員会で審議。

生徒の感想文を委員会で審議
12月定例会文教委員会

内心の自由を侵す行為です。

憲法改正求める意見書提出に
駆けつける県民のみなさん

　県議会に憲法改正を求め
る意見書案が提出されたと
聞いて 40人余りの県民の
みなさんが傍聴・抗議集会
に駆けつけてくれました。
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1 人あたりの教育費
45位（小学校）と 43位（中学校）
教育予算÷子ども数（2011 年）

教室内の温度は 40度 !
（所沢市中学校 2013 年 7月）

全教室にエアコンがほしい

　小学校・中学
校・特別支援学校
では、臨時的任用
教員（１年契約
制）が増加してい
ます。特別支援学
校はもう２割以上
に上っています。

　少人数学級など
「ゆき届いた教育を
求める署名」は 18
万筆以上集まりまし
た。
　2013 年も日本共
産党たちあいのも
と、教育局に提出さ
れました。

　埼玉県は 1、2年生 35 人以下学級、中学 1年
生 38人以下学級ですが、保護者たちの願いはさ
らに少人数学級を進めてほしいということです。
　しかし上田知事は「私は必ずしも少人数学級に
関して評価をしておりません」（2006 年）と答
えています。

エアコン設置 100%の市　12 市
さいたま市、行田市、飯能市、羽生市、
鴻巣市、蕨市、戸田市、朝霞市、新座
市、北本市、富士見市、鶴ヶ島市

エアコン設置 90%以上の市　6市
熊谷市、東松山市、深谷市、上尾市、
志木市、和光市

エアコン設置 5%以下の市
川口市、秩父市、加須市、
所沢市、本庄市、春日部
市、越谷市、桶川市、久
喜市、三郷市、蓮田市、
坂戸市、幸手市、日高市、
白岡市

◆先生の 2割は非正規雇用 ??（特別支援学校）

◆県民の皆さんとともに、
　ゆき届いた教育実現に
　頑張ります。

◆中学校 1学級の人数は全国最多

これでいいのでしょうか？  埼玉の教育環境

●1学級の平均人数
埼玉県 32.1 人
東京都 31.8 人
千葉県 29.7 人
群馬県 28.8 人
栃木県 26.3 人

●各請願の県議会での採択状況（2014年 6月）

×不採択を求める
○採択を求める　

審
査
結
果

自
民

民
主
・
無
所
属

公
明

刷
新

共
産
党

すべての子どもに少人数など
ゆきとどいた教育をすすめる
ための請願

不
採
択
× × × × ●

教育費負担の公私間格差を
なくし、子どもたちにゆきとど
いた教育を求める請願

不
採
択
× × × × ●

「高校・大学教育の無償化」の
前進を求める請願

不
採
択
× ○ × × ●

●学校種別の1人あたりの教育費　全国1位との比較
小学校 中学校

全国順位 金　額 全国順位 金　額
埼玉 45位 766,500 43 位 907,596
高知 1位 1,274,350 1 位 1,619,919

●エアコン設置率（設置教室数／教室数、2014年 4月現在）

小学校 特別支援学校
年度 臨任率 教員定数 臨任数 臨任率 教員定数 臨任数
2008 7.2％ 19,230 1,380 14.9％ 2,896 431
2009 8.4％ 19,250 1,620 17.4％ 3,091 537
2010 9.0％ 19,290 1,734 18.6％ 3,228 602
2011 9.1％ 19,352 1,765 19.6％ 3,351 656
2012 10.5％ 19,275 2,017 19.1％ 3,503 669
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これでいいのでしょうか？  埼玉県の防災

大丈夫でしょうか？災害対策

埼玉県は比較的大災害が
少ないということで、比
較的それが売りであった
んです（2013）

　2014 年 2 月 14 日前後の大雪に
よって秩父市内等は孤立集落が発生
し、断水・停電・食糧不足の状態で
した。
　読売新聞によると、上田知事は、
15 日は「埼玉サイクルエキスポ
2014」に出席 16 日には「埼玉ク
イズ王決定戦」に参加。「当初は…

緊急且つ切迫した状況ではなかっ
た」とコメントしています。
　長野県の阿部守一知事は 16日の
タウンミーティングをキャンセル
し、県庁で災害対応に専念。群馬県
の大沢正明知事も 16日の公務を全
てキャンセルし、前橋市や高崎市を
視察したと報道されています。 基準値、充足率は３年に一度の統計調査である。直近は 2012・４現在の基準、充足率となる。

注１ 消防職員充足率は、その他の職員の配置により異なる
注 2　消防ポンプ自動車は、化学消防車換算分を含む。

◆埼玉県の建物の現況（平成24・25年度埼玉県地震被害想定調査より）

◆各市町村の消防職員・消防車両の充足率

　東日本大震災による住宅被害や放射能被害。竜巻、大雪、豪雨…これ
まで、上田知事は埼玉県は災害が少ない県だと、繰り返し述べてきまし
たが果たして、そういう認識でいいのでしょうか？埼玉県各自治体の消
防職員充足率は 7割程度です。

「県知事、クイズ大会など参加」とマスコミ報道

・埼玉県の建物棟数は約250万棟、そのうち木造建物が約189万棟、
非木造建物が約62万棟です。

・全体の約75%が木造建物で、木造建物の約40%、非木造建物の約
25%がいわゆる「新耐震」の基準で建てられていない1980年以前
の建物です。

250mメッシュ別揺れ＋液状化による全建物壊棟数予測分布図

（被害想定の一例です）

上田知事

職員数 消防ポンプ
自動車
（注 2）

はしご車 救急車 指揮車
条例定数 基準数

（2012）
職員合計
（2012）

充足率
（注 1）

8438 11543 8184 70.9 84.1 89.7 95.2 76.7
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６月９日仙台市内の全壊地区の様子

東日本大震災─2011年

みなさんと実現しました
─県と市町村の生活再建支援制度ができるまで

埼玉県久喜市南栗橋
地区液状化被害調査

◆埼玉県でも液状化で
　多数の住宅が大規模半壊

◆ 2013 年 9月再び知事に迫る

県と市町村で基金をつくり、住宅倒壊等 300万円上限

◆ 2014 年 1月

　埼玉県・市町村被災者安心支援制度　実現

「国と市が支援
を決めている液
状化地域に県も
財政支援を」

「県内の損壊住
宅は 1 万５千
もあり、液状化
にだけ県の独自
の支援策を講じ
ることは難しい

住宅が壊れた被災者は県営住宅に入居できま
す。しかし、賃貸住宅を希望する被災者は国
の財政支援を受けられません

また、１市町村で住宅全壊が 9世帯以下の
場合、国は財政支援をしません。

県東部・北部で竜巻被害─2013年

これらを市町村が支援する場合、
県として支援を
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今日も走る！  埼玉県大雪被害
─国・県・市の議員が力をあわせて

2 月 18日深谷市視察。右から村岡県議、柳下県議

　2014 年 2月の大雪に
対して党県議団は降雪直
後から国、市町議員団と
ともに、被災者支援に取
り組みました。
　とりわけビニールハウ
スなど農業施設の倒壊は
深刻でした。

　農業用ハウスの撤去は進み
つつあるものの、大雪被害か
ら 4 カ月あまりたった後も
多くの被害農家が再建への見
通しをもてないでいる状況は
きわめて深刻です。
　県議団は現地調査をもと
に、6月に県に、7月に農水
省に対策の申し入れを行いま
した。（下）

　「一昨年に 600 万円か
けてビニールハウスを張
り替えたのに、全部ダメ
になった…」
　このような悲痛な声に
「営農意欲をなくす前に
迅速な支援措置発表を」
と国と県に働きかけまし
た。

◆農家の悲痛な声
　とどけ…

◆しかし大雪から 4カ月　いまだに再建にはほど遠く

◆大雪災害支援のための補正予算が大幅増額

当初40億円（２月）➡104億円（3月）➡138億円（6月）に
倒壊ビニールハウス撤去100%　再建90%支援
助成（被害農家負担は0％と10％）

◆倒壊農業施設の撤去・再建のための制度

●３社の見積もりが必要
➡1社でよい（農水省通知）

●土地を借りたビニールハウスの倒壊の支援はしない
➡借りていてもよい（農水省回答）

●今年度だけでは再建できそうもない。
　来年度以降も助成してほしい

➡国に強く要請する（県農林部）

み
な
さ
ん

と
と
も
に
実
現
し
ま
し
た

３月９日深谷市を視察する奥田県議

県への申し入れ
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これでいいのでしょうか？  原発政策 原発ゼロを目指して

「
地
域
循
環
型
の
優
秀
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

推
進
を
」
と
提
案
。
手
に
持
っ

て
い
る
の
は
木
質
ペ
レ
ッ
ト

自然エネ
ルギー推

進政策は地域の雇用や産
業振興が基本原則として
位置づけられるべき。

雇用創出とか
地域産業の振

興とか地域の活性化につ
ながるようなことを意識
しているところです。

村岡県
議

知事

◆村岡「自然エネルギーで地域の活性化を」
　知事「その点はまったく同感です」

原発再稼働につきすすむ安倍首相
　2011年の福島第 1原発事故による深刻な被害にもかかわらず、安倍
首相は大飯原発（福島県）に引き続き、川内原発（鹿児島県）の再稼働
に突き進んでいます。
　また、上田知事は原発廃止や再稼働への態度を明確にしていません。
　党県議団は、皆様とともに原発ゼロを目指して運動するとともに、自
然エネルギーの普及に努力してきました

「原発は重要なベー
スロード電源（発電
コストが低廉で、昼
夜を問わず安定的に
稼働できる電源）」

●脱原発に対する各会派の態度
×不採択を求める
○採択を求める　

審査
結果

自民
民主・
無所属

公明 刷新 共産党

脱原発へ　国の政策
転換を求める請願

不採択 × × × × ●



〒330-9301埼玉県さいたま市浦和区高砂3-15-1 埼玉県庁内
TEL048（824）3413　FAX048（825）1048
http://jcp-saitama-pref.jp/

日本共産党埼玉県議団

日本共産党

表紙写真：秩父市の大雪視察


